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一度きりの挑戦を、みんなで支える

初夏の候、保護者並びに地域の皆様には、日頃より本市の教育活動に対しまして格
別のご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。

５月３０日、天沼公園テニスコートにおいて、さいたま市中学校総合体育大会ソフトテ
ニス競技の開会式が行われ、私も激励のメッセージを贈るとともに始球式に臨みました。
整然と整列した生徒たちの姿は、日焼けした顔と相まって実にたくましく、日々の努力
の積み重ねを感じさせるものでした。とりわけ、最後の大会に臨む３年生の表情からは、
これまでの練習や仲間との時間に対する思い、そして「やり切りたい」という強い決意が
ひしひしと伝わってきました。

私は始球式に当たり、テニス経験がまったくないため、指導主事にサーブの仕方を教
えてもらいながら練習をしました。始球式では、一球目こそ思うような結果にはなりませ
んでしたが、「失敗を恐れず、悔いのないように挑戦しよう」という思いで、改めて二球目
に挑みました。その結果、見事にインとなり、会場から大きな拍手をいただくことができ
ました。選手の皆さんにとって、温かい雰囲気の中で大会のスタートが切られたことを
大変うれしく感じております。

激励のメッセージとして、私は「大切なのは結果だけではなく、試合を終えたときに自
分自身が『全力を尽くした』と言えるかどうかである」という考えを伝えました。勝敗は時
に思うようにならないものです。しかし、自らが納得できる努力を積み重ねた経験は、そ
の後の人生において必ず大きな財産となります。

この思いに通じる言葉として、明治時代から大正時代にかけて日本のテニス界黎明
期を支えた福田雅之助の言葉があります。「この一球は絶対無二の一球なり。されば
身心を挙げて一打すべし。この一球一打に技を磨き、体力を鍛え、精神力を養うべきな
り。」これは、「今この一球は二度と同じ形では訪れない。だからこそ、その一瞬一瞬に
すべてを懸けよ」という意味を持っています。

この考え方はスポーツの場面に限らず、日常のあらゆる場面に通じるものです。私た
ちの生活に引き寄せてみれば、「今この瞬間は一度きりであり、同じ機会は二度と訪れ
ない」ということです。だからこそ、「目の前の一回を大切にする」という姿勢が何より重
要になります。

※２枚目に続く
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教育委員会からのお知らせ

令和９年度採用（令和８年度実施）

さいたま市立学校教員採用選考試験の志願状況についてお知らせします
教職員人事課 ：048-829-1653

志 願 状 況 ※（ ）内は昨年度の結果

志 願 区 分 志願者数【人】 採用見込数【人】 倍 率【倍】
大学3年生

Step Up 選考
志願者数【人】

小学校教員 435 (390) 90 (100) 4.8  (3.9) 71 (85)

中学校・高等学校
中等教育学校教員

436 (494) 90 (100) 4.8  (4.9) 84 (89)

特別支援教育
担当教員（小学校）

39 (39） 20 (20） 2.0 (2.0） 2 (2)

特別支援教育
担当教員（中学校）

15（16） 5（2） 3.0 (8.0） 0 (0)

養護教員 65 (66) 5 (5) 13.0 (13.2) 4 (12)

栄養教員 35 (45) 3 (3) 11.7 (15.0) 4 (4)

合 計 1,025 (1,050) 213 (230) 4.8 (4.6) 165 (192)

テ ィ ー チ ャ ー ・ リ タ ー ン 選 考 志願者数【人】 ４（６）

令和９年度採用（令和８年度実施）さいたま市立学校教員採用試験の志願者数の合計は１，０２５人で、全体の

倍率は４.８倍となりました。大学３年生Step Up選考を含め、今年度も昨年度と同様に多くの方に志願をいただい

ております。子どもたちの学びと育ちを支える質の高い、熱意ある人材を確保すべく、取組を進めてまいります。

テニスが一球ごとに状況が変わる競技であるように、子どもたちの学校生活もまた、
一見同じように見える授業や友達との関わりの中で、実はすべて異なる瞬間の連続で
す。「今この場面で、自分はどうするのか」「ここでやめるのか、挑戦するのか」「不利と
思っていても最後までやり切るのか」。その一つ一つの判断は、まさに「絶対無二」の選
択です。もし、同じ機会が何度でも訪れるのであれば、人はここまで真剣にはなれない
かもしれません。しかし、「もう二度と同じ瞬間は来ない」と分かっているからこそ、人は
工夫し、努力し、真剣に向き合おうとします。この「一度きり」という認識が、行動に責任
と重みをもたらすのです。

子どもたちが、一回きりの挑戦を大切にし、その結果をしっかりと振り返り、次につな
げていくその姿を、学校・家庭・地域がチームとなって支え応援していくことが、これから
の教育においてますます重要になると考えております。

今後とも、温かいご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

教育長メッセージ



7回連続！ さいたま市中学生英語力が今回も全国1位になりました
教育課程指導課 ：048-829-1662

本市独自の英語教育は、昨年度で20年の節目を迎えました。国が6月18日に公表した令和7
年度の調査結果によると、中学3年生で英検3級相当以上の力を身に付けた生徒の割合は9割
近くに達し、7回連続で全国1位となりました。
平成17年度に始まった小・中一貫「潤いの時間」（英会話）の取組から現在に至るまで、子ど

もたちはもとより、校長先生方、教職員、ＡＬＴの皆様が、本市独自のカリキュラムを信じ、日々
実践を積み重ねてくださった成果です。

さいたま市の推移

令和7年度 88.9%

令和6年度 89.2%

令和5年度 88.4%

令和4年度 86.6%

令和3年度 86.3%

令和2年度 未実施

令和元年度 77.0%

平成30年度 75.5%

※文部科学省 令和7年度「英語教育実施状況調査」より

文部科学省 令和7年度「英語教育実施状況調査」において、
CEFR A1レベル（英検３級）相当以上を達成している中学３年生の割合

さいたま市

教育委員会からのお知らせ

教育長フォトレポート

教育長が参加した行事の模様や
活動の様子などをお伝えします。

※詳しくは教育長フォトレポートで検索⇒こちらから

考
動

https://www.city.saitama.lg.jp/003/002/008/110/index.html


見沼通船堀のGCF(ガバメントクラウドファンディング)を実施します
         文化財保護課 ：048-829-1725

教育委員会からのお知らせ

国指定史跡見沼通船堀閘門開閉実演を開催します 
文化財保護課 ：048-829-1725

６月  ２７日 （土）

〈１回目〉１０時～

〈２回目〉１３時～(各回約１時間１０分)

見沼通船堀

東縁一の関・二の関間
（さいたま市緑区大間木・下山口新田地内）

昨年度ご好評いただいた、
観光大使「さいたま小町」に
司会をしていただきます！

開催日

HPはこちら↓

時間

場所

８月２９日（土）２３：５９まで

１，３００，０００円

ー江戸時代の姿をまもり、つなげるー
日本最古級の閘門式運河「見沼通船堀」
を保護し、後世に継承したい！

寄附はこちら↓

寄附募集期間

目標金額

皆様のご協力をお願いいたします！ ※６月９日時点のページ

※開催を予定しておりま
した「見沼通船堀閘門開
閉実演」につきましては、
台風の接近に伴い荒天
が予想されたため、安全
を考慮し中止とさせてい
ただきました。
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